
 東アジア平和協力研究センター研究会 
「激動の先は？韓国政治と日韓関係」を実施 

 
 

2025年 6 月 20 日（金）、立命館大学東アジア平和協力研究センターは、コリア研究センター
との共催で研究会「激動の先は？韓国政治と日韓関係」を開催しました。 
本研究会では、2024 年 12 月 3日の戒厳令騒動以降、数か月にわたる政治的混乱を経て誕生

した新大統領・李在明（イ・ジェミョン）政権の下での韓国政治の現状と今後の展望、さらに、
こうした韓国政治の動向が日韓関係に及ぼす影響について、綿密な議論が交わされました。 
議論では、李在明氏の外交・内政の方向性に関する見通しから、YouTubeの乱用や右傾化の

傾向が見られる韓国の 20 代男性に対する懸念など、韓国社会内部の問題に至るまで、韓国政治
および日韓関係に関して幅広いテーマが取り上げられました。 
特に、オンラインとオフラインを合わせて約 130 名に上る参加者からも核心を突く質問やコ

メントが多数寄せられ、パネルとフロアの間で活発なやり取りが行われるなど、非常に充実し
た研究会となりました。 

 
立命館大学東アジア平和協力研究センターでは言語や分野に囚われず、様々な研究団体との

学術交流を積極的に行っております。  
 
●詳細  
日時 2025 年 6月 20日（金）15:00-17:30  
会場 立命館大学衣笠キャンパス 平井嘉一郎記念図書館カンファレンスルーム 
主催 立命館大学東アジア平和協力研究センター ・立命館大学コリア研究センター 
後援 韓国国際交流財団（KF）  
 
●参加者 
中戸祐夫 
（立命館大学国際関係学部 教授・立命館大学東アジア平和協力研究センター センター長） 
木村 幹（神戸大学大学院国際協力研究科 教授） 
文 京洙（立命館大学コリア研究センター 研究顧問） 
波佐場清（立命館大学コリア研究センター 客員研究員） 
 
  



フライヤー 

 
 



当日の写真 

 


